
ＪＲ北陸
ほくりく

本線
ほんせん

・湖西
こ せ い

線
せ ん

・

東海道
と う か い ど う

本線
ほ ん せ ん

を走
はし

る電車
でんしゃ

の中
なか

や、駅
えき

から見
み

える風景
ふうけい

を募集
ぼしゅう

します。 

鉄道利用促進フォトコンクール 

湖湖湖北北北
こここ ほほほ くくく

ののの車車車窓窓窓
ししし ゃゃゃ そそそ ううう

かかかららら 222000222555   

 

 

   

   

 

 

 

 〇応募
お う ぼ

方法
ほうほう

 

  ① 応募
お う ぼ

できる枚数
まいすう

は、１人
り

１枚
まい

とします。 

  ② 写真
しゃしん

のサイズはＡ４（２１０ｍｍ×２９７ｍｍ）以上
い じ ょ う

とします。 

  ③ 写真
しゃしん

の裏
うら

に下
した

の「応募
お う ぼ

用紙
よ う し

」を貼
は

り付
つ

けて、９月
がつ

３０日
にち

までに 

学校
がっこう

の先生
せんせい

か窓口
まどぐち

に提
てい

出
しゅつ

してください。 

    【窓口
まどぐち

】長浜市
ながはまし

都市
と し

計画課
けいかくか

 〒526-8501 長浜市
ながはまし

八幡東町
やわたひがしちょう

632 長浜市
ながはまし

役所
やくしょ

２階
かい

 

        米原市
まいばらし

地域
ち い き

振興課
しんこうか

 〒521-8501 米原市
まいばらし

米原
まいばら

1016 米原市
まいばらし

役所
やくしょ

３階
かい

 

  ④ 応募
お う ぼ

フォームで画像
が ぞ う

データを提出
ていしゅつ

することもできます。（締切
しめきり

：９月３０日） 

    二次元
に じ げ ん

コードを読み
よ

取って
と

応募
おうぼ

してください。 応募はこちら⇒           

【応募
お う ぼ

フォーム】Logo
ろ ご

フォーム https://logoform.jp/form/BJcW/632643 

主催：鉄道を活かした湖北地域振興協議会（長浜市都市計画課内）  TEL：65-6562 

 
 
応募用紙  ※必要

ひつよう

な内容
ないよう

を書
か

いて、点線
てんせん

に沿
そ

って切
き

り取
と

り、写真
しゃしん

の裏面
うらめん

にのりづけしてください。 

タイトル 
 

写真
しゃしん

を撮
と

った場所
ば し ょ

 
 

学
がっ

 校
こう

 名
めい

 
 

学 年
が く ね ん

 
 応募

お う ぼ

コース 

（○で囲
かこ

んでね） 

・親子コース（子
こ

どもと駅
えき

・電車
でんしゃ

の写真
しゃしん

） 

・子どもコース（子
こ

ども自身
じしん

がとった写真
しゃしん

） 

ふりがな  コメント その風景
ふうけい

が好
す

きな理由
りゆう

、選
えら

んだ理由
りゆう

など 

氏
し

 名
めい

 
 

※保護者記入欄（被写体に人物が含まれている場合のみご記入ください。） 

被写体に含まれている人物に確認がとれている場合は、右の空欄に「〇」を記入してください。 
 

北陸本線 

東海道本線 湖西線 

参加
さ ん か

賞
しょう

あり 



【保護者の皆さまへ】 

 〇応募コースについて、親子コースは、子どもが被写体となった電車内や駅からの風

景等の作品です。子どもコースは、対象児童が自身で撮った電車や駅、風景等の作

品です。 

〇優秀な作品は、長浜市・米原市内の駅などに展示します。また、鉄道・駅のＰＲの

ために作品の画像を使用することがあります。（写真は返還いたしません。） 

〇写真を撮影するときは、電車の運行や他の乗客の妨げにならないよう十分ご注意 

ください。 

〇被写体に人物が含まれている場合は、事前承諾を得る等、責任をもって確認してく

ださい。確認が取れていない写真の応募はお控えください。 

〇入賞作品は、作品並びに児童名、学校名及び学年を公表します。 

 

 

 

      

 

   

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

★湖北をめぐるデジタルスタンプラリー同時開催中！！★ 

各駅、チェックポイントをめぐってスタンプを集めて 

素敵な思い出と景品をゲットしよう。  

 

⇒ ⇒ 詳しくはこちら ⇒ ⇒ 

過去コンクールの作品を紹介します。 

参考:子どもコース 

参考:親子コース 


